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学をプラットフォームとして複数企業が
参画するイノベーションエコシステム
形成型連携モデル（BUB：Business to 
University to Business）を提唱し、産
学連携のスタイルを確立した。

町全体の血圧低下に貢献

　こうした連携の成果として開発した
センサーの1つが、高血圧予防の指標
として用いられる尿中のナトリウムと
カリウムの比率（尿中ナトカリ比）を手
軽に計測できる「尿ナトカリ計」だ（図
1）。高血圧の主な要因は塩分の過剰
摂取とされる。だが、日本人は体外に
塩分を排出し、血圧上昇を抑制する
作用があるカリウムの摂取不足も要
因の1つと指摘されている。尿中ナト
カリ比が低いほど、塩分摂取量が少
なく、野菜などに多く含まれているカ
リウムを多く摂っていることが示され
る。しかしその計測では、これまで24
時間分の尿をためなければならな
かった。この尿ナトカリ計はその手間
を大幅に改善し、健康指導にも活用で
きるようにした点が画期的だった。

　このセンサーの実証実験に協力し
たのは、宮城県登米市だ。県内でも高
血圧比率の高かった登米市では、17
年から特定健康診査でナトカリ比の計
測を行っている。3年間継続して計測し
た約1万1000人のデータを分析した
ところ、住民の尿中ナトカリ比や血圧
が低下したのだ。「東北大学の寳澤篤
教授を中心に長年保健指導をしてい
た関係から、登米市に協力いただきま
したが、町全体で血圧を下げた事例は
世界でも例がありません」と東北大学
産学連携機構イノベーション戦略推進
センターの末永智一特任教授はその
成果の大きさを強調する。
　和賀さんも検診会場を訪れたとき

産学連携のスタイルを確立

　健康で生きがいのある生活を送り
たいという思いは、多くの人に共通す
るものだろう。しかし、人生100年時
代を迎えた今、高齢になっても健やか
に過ごすためには、1人1人が健康を
維持するための努力が重要だ。しか
も生活に負担をかけず、なるべく自然
体で取り組むことが長続きするコツ
だ。東北大学では日常の小さな不調
も的確に捉え、生活改善につなげる
技術の開発を目指し、2013年に「さ
りげないセンシングと日常人間ドック
で実現する自助と共助の社会創生拠
点」を立ち上げ、研究を進めてきた。
　中心となる東北大学のほか、サテ
ライト拠点の早稲田大学、東北学院
大学を中心に、20社以上の企業が参
画する大所帯だ。「打ち解けるのに時
間はかかりましたが、面白そうな研究
をしているグループ同士が出会う場
を設けるなど、新しいことが生まれる
雰囲気を作っていきました」とプロ
ジェクトリーダーを務めるNECソ
リューションイノベータの和賀巌シニ
アフェローは振り返る。19年からは大

「さりげないセンシング」で健康な毎日を

の様子を語る。「保健師の方々が尿ナ
トカリと高血圧の関係を熱心に説明し
てくださいました。市民の方にもナト
カリが浸透し、自分の数値をちゃんと
把握されていることに驚きました」。
企業が加わった食生活改善レシピな
ども公開されており、誰でも手軽にナ
トカリ比を下げられる体制も整えてい
る。現在国内10カ所で尿ナトカリ測
定を行っており、今後はより多くの自
治体で実施されることになるだろう。

健康習慣を継続できる仕掛け

　さまざまなセンサーを組み合わせ
ることで「日常人間ドック」を具現化し

たのが「体験型生活習慣改善サービ
ス」だ（図2）。センサーが備え付けら
れた宿泊施設に約1カ月滞在すること
で、日常生活が自然と改善するとい
う。食事や運動、睡眠などを計測し、結
果とともにドクターなど専門家のアド
バイスが受けられる。「この拠点で最
も実現したかった成果です。現代社会
にもマッチしたビジネスモデルといえ
るでしょう」と和賀さんも笑顔で語る。
　そのほかにも鏡の前に立つだけで
体調がわかる「魔法の鏡」では、ビデ
オカメラを使って遠隔・非接触で皮膚
表面の血行状態を計測する。内蔵コ
ンピューターで解析した結果を鏡型
ディスプレイで表示し、直感的に体調
を把握できる（図3）。胃酸で発電する
錠剤型の「飲む体温計」は、健康状態
を把握するのに欠かせない深部体温
を安全で安価に計測できるようにし
た（図4）。まさに「さりげないセンシン
グ」で、誰でも健康習慣を継続しやす
くなる仕掛けだ。
　高度経済成長時代は、素晴らしい
性能のセンサーを1つの企業が1人
の研究者と共同開発することで成り

立っていた。しかし現在は、センサー
を含めたテクノロジーを利用した
サービスを生み出していかなければ
ならない。「東北大学のモットーは『実
学尊重』です。自身の研究を社会で生
かしたいと考え、ベンチャー起業を目
指す研究者が増えましたし、課題を明
確に捉えられるようになり論文も増え
ました」と末永さんは笑顔を見せる。
まさにCOIの取り組みが大学の理念
ともリンクし、大学の活性化にもつな
がっている。

若手研究者支援も充実

　こうした大学の変革は、COIに参画
した狙いの1つだったと末永さんは明
かす。「日本の若手研究者の活躍が、
国際的に評価されにくい傾向があり
ましたが、日本の研究者が能力的に
劣っているということではありませ
ん。環境さえあれば若手研究者は活
躍できるのです。それをCOIの中で
整えていきたいと考えていました」。
拠点では若手が自主的に活動や研究
ができるよう「拠点内若手ファンド」を
設立した。これは若手研究者自身が
研究リーダーになって、自分自身のプ
ロジェクトを進める仕組みだ。
　若手主体の大学と企業、理系と文
系、ベテランと若手などの垣根を越え
た連携は他拠点にも広がり、COI学
会の設立やCOIに参画していないメ
ンバーをも巻き込んだ大きな潮流を
生み出している。拠点が目指した取り
組みは、21年に設立された未来社会
健康デザイン拠点を中心に受け継が
れるというが、和賀さんや末永さんが
育てた産学連携の場を生かし、若手
研究者の活躍で社会を変えていくこ
とを期待したい。
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図1　1～2滴の尿で簡単に尿中のナトリウムとカリ
ウムの比率を測定できる尿ナトカリ計（オムロンヘル
スケア提供）

図2　「体験型生活習慣改善サービス」が体験できる
部屋で運動する様子 図3　前に立つだけで体調がわかる「魔法の鏡」

図4　胃酸で発電する「飲む体温計」。1円玉の直径と
ほぼ同じ大きさの錠剤サイズだ。

「はかる」「わかる」「おくる」をキーワードに、年齢を重ねても生き
がいを持って毎日健康に過ごせる社会を目指したのは、東北大学
の「さりげないセンシングと日常人間ドックで実現する自助と共助
の社会創生拠点」だ。産学官が連携してさまざまなセンサーを社
会実装することにより、自分の状態を的確に把握して生活改善を
行う「自助」と、家族や地域の人々の適切なケアによる「共助」が成
り立つ、持続可能な社会への確かな道筋を示した。
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